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リ
ア
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、
安
多
秀
司

氏
（
個
別
教
育
フ
ォ
レ
ス
ト
代
表
）
と
小
倉

政
彦
氏
（
個
別
指
導
塾
エ
ク
セ
ル
シ
ア
代

表
）
が
共
同
経
営
す
る
、
個
別
指
導
塾
専
門

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
。
ど
ち
ら
も
人

気
個
別
指
導
塾
を
運
営
す
る
現
役
経
営
者
だ

け
あ
っ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
践
的
で
生

き
た
言
葉
が
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

新
年
度
の
教
室
運
営
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　

ま
ず
小
倉
氏
は
、
多
く
の
個
別
指
導
塾
が

悩
む
「
集
客
」
を
重
要
課
題
と
し
て
挙
げ
た
。

　
「
い
か
に
早
く
生
徒
が
集
ま
り
、
生
徒
が

や
め
な
い
塾
に
す
る
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、

塾
の
評
判
を
上
げ
て
お
く
こ
と
。
評
判
が
い

い
と
、
チ
ラ
シ
を
ま
か
な
く
て
も
口
コ
ミ
に

よ
る
紹
介
で
、
生
徒
数
は
維
持
で
き
る
」
と

小
倉
氏
。

　

チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
に
は
、
他
塾
の
調
査

を
し
て
戦
略
を
見
直
し
、
自
塾
の
差
別
化
を

す
る
こ
と
が
大
事
で
、
チ
ラ
シ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
見
て
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
と
い

う
。
チ
ラ
シ
を
入
れ
る
時
期
は
地
域
の
傾
向

と
自
塾
の
資
本
力
で
判
断
。
特
色
が
わ
か
り

や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
も
大
事
で
、
今

の
時
代
、
チ
ラ
シ
を
見
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

検
索
、
そ
し
て
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

チ
ラ
シ
に
お
け
る
「
成
績
保
証
」
と
い
う

文
字
は
、
講
師
に
自
信
が
な
い
と
な
か
な
か

記
載
で
き
な
い
が
、
小
倉
氏
は
「
８
、９
割

は
成
績
が
上
が
る
」
と
力
強
く
言
う
。
最
初

の
面
談
の
時
に
、
例
え
ば
30
点
上
げ
た
い
と

い
う
希
望
だ
っ
た
ら
、「
で
は
、
週
に
２
回

来
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
大
丈
夫
で

す
」
と
、
具
体
的
な
提
案
を
し
て
、
そ
の
上

で
実
際
に
成
績
が
上
が
る
と
、
生
徒
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
と
い
う
の
だ
。

教
科
書
改
訂
に
よ
る

春
期
講
習
の
提
案
方
法

　

昨
年
４
月
か
ら
の
小
学
校
の
教
科
書
改
訂

に
よ
っ
て
、
教
科
書
の
厚
み
は
１
・
２
倍
か

ら
１
・
４
倍
ほ
ど
に
な
っ
た
が
、
授
業
は
１
・

４
倍
に
は
な
ら
ず
、
４
月
か
ら
の
中
学
校
の

教
科
書
改
訂
に
よ
っ
て
も
、「
広
く
浅
く
」

に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
授
業
に
つ
い
て

い
け
な
い
生
徒
が
出
て
く
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
「
い
か
に
平
均
点
前
後
の
生
徒
が
学
校
の

授
業
に
つ
い
て
い
け
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の

個
別
指
導
塾
に
必
要
と
さ
れ
る
」
と
安
多
氏
。

　

ま
た
、
参
加
率
が
低
い
と
い
わ
れ
る
春
期

講
習
の
受
講
回
数
を
増
や
し
て
も
ら
う
ポ
イ

ン
ト
は
３
つ
。

①�

単
価
を
下
げ
る
…
安
多
氏
の
フ
ォ
レ
ス
ト

の
場
合
、
春
期
講
習
の
授
業
料
は
半
額
に

し
て
い
る
。
利
益
は
低
く
な
る
が
、
そ
の

分
、
稼
働
を
上
げ
、
カ
バ
ー
。
つ
ま
り
、

春
期
講
習
の
場
合
は
「
利
益
」
よ
り
「
稼

働
率
」
を
優
先
す
る
。

②�

期
間
を
長
く
設
定
す
る
…
約
２
週
間
の
春

休
み
の
期
間
だ
け
に
設
定
す
る
こ
と
は
な

い
。
３
学
期
期
末
テ
ス
ト
が
終
わ
れ
ば
、

翌
週
か
ら
春
期
講
習
に
す
れ
ば
い
い
。

③�

保
護
者
に
危
機
感
を
持
っ
て
も
ら
う
…
面

談
の
と
き
に
、
教
科
書
が
１
・
４
倍
ほ
ど

に
な
る
こ
と
を
し
っ
か
り
説
明
し
、
早
め

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

伝
え
る
。

中
３
継
続
20
％
ア
ッ
プ
法

　

集
客
も
大
事
だ
が
、
ま
ず
退
会
を
ゼ
ロ
に

す
る
工
夫
を
勧
め
る
安
多
氏
。
安
多
氏
の

フ
ォ
レ
ス
ト
で
は
、
70
〜
80
％
が
継
続
し
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。

①�

中
３
生
に
、
高
校
受
験
は
通
過
点
で
あ
り
、

大
学
受
験
が
目
標
で
あ
る
こ
と
を
、
言
い

続
け
る
。

②�

教
室
の
環
境
づ
く
り
…
継
続
し
て
も
ら
え

る
雰
囲
気
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
。

③�

受
験
後
の
流
れ
…
受
か
っ
た
ら
「
お
め
で

と
う
」
だ
け
で
な
く
、「
じ
ゃ
あ
、
次
に
塾

に
来
る
日
程
は
？
」
と
促
す
。
日
程
を
決

め
て
お
く
と
、
塾
に
来
て
く
れ
る
。「
ま
た
、

お
い
で
」
だ
と
、
塾
に
来
る
こ
と
は
な
い
。

多
様
化
す
る
大
学
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
に
対
応
で
き
る

塾
と
は

㈱
Ｇ
Ｇ
Ｃ　

藤
岡　

慎
二
氏

特
別
講
演

　

１
９
９
０
年
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
Ａ
Ｏ

入
試
は
年
々
多
様
化
し
て
い
る
。
推
薦
・
Ａ

Ｏ
入
試
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

間
を
育
成
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

元
来
、
大
学
と
は
教
育
研
究
機
関
で
あ
り
、

研
究
と
は
ま
だ
わ
か
っ
て
な
い
こ
と
の
答
え

を
見
つ
け
る
こ
と
。
学
生
と
は
、
自
ら
物
事

を
明
ら
か
に
す
る
、
主
体
性
が
必
要
な
存
在

だ
。

　

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ

は
、
志
望
理
由
、
面
接
・
プ
レ
ゼ
ン
、
小
論

文
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

あ
る
が
、
中
で
も
志
望
理
由
書
で
見
る
と
こ

ろ
は
、
①
何
を
勉
強
し
た
い
の
か　

②
な
ぜ

そ
う
思
う
に
至
っ
た
か　

で
あ
る
。
特
に
②

が
明
確
で
な
い
と
、
説
得
力
が
な
い
。
面
接

で
、
書
い
た
本
人
と
同
一
人
物
か
確
か
め
る

よ
う
な
、
深
く
突
っ
込
ん
だ
質
問
に
答
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
が
大
事
だ
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
に
体
系
的
に
対
応
し
て
い
る
塾

は
少
な
い
が
、
私
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
先
で
は

Ａ
Ｏ
の
ほ
う
は
週
１
で
、
他
教
科
と
の
授
業

と
の
両
立
が
可
能
。
人
数
も
多
く
な
い
の
で
、

手
厚
く
で
き
る
。
受
講
は
高
２
の
春
か
ら
が

理
想
だ
が
、
高
３
か
ら
で
も
対
応
で
き
る
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
自
分
自
身
と
の
対
話

が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
情
報
に
踊
ら
さ
れ
て

い
る
だ
け
に
、
講
師
と
し
て
は
「
教
え
る
」

こ
と
よ
り
も
、「
引
き
出
す
」
能
力
が
必
要

だ
と
思
う
。

各
塾
の
問
題
点
を
分
析
・
解
析

（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
）

　

続
い
て
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
集

め
ら
れ
、
安
多
氏
、
小
倉
氏
が
そ
れ
に
答
え

る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か

を
挙
げ
て
み
る
。

「
人
事
と
し
て
良
い
人
材
を
得
る
ポ

イ
ン
ト
は
？
」

「
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
く
、

素
直
で
、
メ
ン
タ
ル
が
強
い
人
で
あ

る
こ
と
。プ
ラ
ス“
面
白
い
”と
い
う
の
も
生

徒
受
け
と
し
て
良
い
。
母
数
を
増
や
す
（
応

募
を
増
や
す
）
こ
と
は
大
事
で
、
人
材
を
集

め
る
こ
と
に
お
金
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
」

　
　
　
「
小
学
生
の
集
め
方
」

「
小
学
生
は
個
別
指
導
だ
け
だ
と
集

客
が
難
し
い
の
で
、
習
い
事
感
覚
の

ほ
う
が
い
い
。
そ
ろ
ば
ん
教
室
や
速
読
教
室

と
併
用
す
る
な
ど
、
と
に
か
く
塾
へ
の
敷
居

を
低
く
す
る
」

「
集
団
指
導
と
個
別
指
導
、
ど
ち
ら

が
い
い
か
」

「
集
団
指
導
は
資
本
力
が
あ
る
塾
が

残
る
。
個
人
で
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

個
別
指
導
の
ほ
う
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
と
思
う
。
個
別
指
導
は
生

徒
一
人
ひ
と
り
を
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
、
演
習
量
を
こ
な
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
成
績
は
上
が
る
」

　

最
後
に
「
チ
ラ
シ
の
作
り
方
」
で
は
、
小

倉
氏
の
指
導
で
、
実
際
に
自
塾
の
チ
ラ
シ
を

各
人
が
作
成
し
た
。

　

い
い
チ
ラ
シ
と
は
、
効
果
的
な
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
、
写
真
を

上
手
く
載
せ
る
、
文
章
が
し
つ
こ
く
な
く
、

高
飛
車
で
な
い
こ
と
、
受
か
っ
た
生
徒
の
声

を
入
れ
る
、
な
ど
で
「
大
事
な
の
は
“
ダ
イ

レ
ク
ト　

レ
ス
ポ
ン
ス　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
Ｄ
Ｒ
Ｍ
）”
と
い
っ
て
、
読
ん
だ
人
か
ら
レ

ス
ポ
ン
ス
が
あ
る
よ
う
な
広
告
で
あ
る
こ

と
」
と
い
っ
た
指
南
が
あ
っ
た
。

　

６
時
間
と
い
う
長
丁
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
数
々
で
、
会
場
は
最

後
ま
で
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

参加者から多くの質問が集められ、実践的な内容が討論された

来
春
に
向
け
た
教
室
運
営
や

春
の
チ
ラ
シ
作
成
に
つ
い
て

来
春
に
向
け
た
教
室
運
営
や

春
の
チ
ラ
シ
作
成
に
つ
い
て

地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
個
別
指
導
塾
セ
ミ
ナ
ー

地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
個
別
指
導
塾
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
２
年
１
月
22
日
㈰

於

　渋
谷
フ
ラ
ッ
グ
（
東
京
都
渋
谷
区
）

主
催

　リ
ア
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　

個
別
指
導
塾
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
そ
の
場
で
解
決
し
、
各
塾
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
目

的
の
セ
ミ
ナ
ー「
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
個
別
指
導
塾
セ
ミ
ナ
ー
」
が
１
月
22
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
個
別
指
導
塾
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
リ
ア
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
。
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
と

経
験
に
よ
る
講
義
の
他
、
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
、
即
時
、
問
題
解
決

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
実
績
の
あ
る
㈱
Ｇ
Ｇ
Ｃ
の
藤
岡

慎
二
氏
に
よ
る
「
多
様
化
す
る
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
対
応
で
き
る
塾
と
は
」
が
講
演
さ
れ
た
。

塾の評判がいいと、口コミに
よる紹介で、生徒数は維持で
きる。と小倉政彦氏

集客も大事だが、まず退会を
ゼロにする工夫を勧める安多
秀司氏

株式会社GGC
藤岡　慎二氏
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